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 他人の子宮が必要となる子宮移植に対して、拒絶反応のない自己子宮再生治療は子宮
性不妊に対するブレイクスルーとして期待が高まっている。本研究は、ラットの脱細胞
化子宮骨格（decellularlized uterine scaffold: DUS）から再細胞化された子宮（再生子
宮）の構造と妊孕能は、移植時のDUSの方向によりどのように変化するかを明らかにす
ることを目的とした。 
 動物実験委員会の承認を得て、主要血管とともに摘出したラット子宮に界面活性剤の
還流し細胞成分を除去することで細胞外基質（Extracellular matrix: ECM）を主成分とす
るDUSを作成し、免疫染色と電子顕微鏡により、DUSのECMの分布や構造、ホルモン受
容能を解析した。正常子宮の一部とDUSを置換する移植実験では、DUSと子宮の漿膜
面・内膜面を合わせて正しい方向で移植する群（Correct群）、DUSを反転させて逆向き
に移植する群（Reveres群）の2群に分け、移植8週後に移植部（再生子宮）の構造を比較
した。また、移植後に雄ラットと交配させて妊孕能も解析した。 
 DUS に対する免疫染色と電子顕微鏡の解析では、 ECMの分布と構造は保持され正常子
宮組織と同様であった。Correct群の70 %は明らかに異常な構造や極性の変化を認めな
かったが、Reveres群の70%には異所性腺管や筋層の途絶など異常構造を認めた。胎仔
数、胎仔体重、妊娠率について両群に有意な差はなかった。再生子宮のホルモン受容体
の発現に有意な差は認めなかった。 
 DUSに保持されたECMは子宮再生の組織極性・構造を規定している可能性が示唆され
た。今回、DUSの方向性は再生子宮の妊孕能には影響を与えなかったが、将来の臨床応
用を考えると、移植時のDUSの方向性に留意し構造上より正常な子宮を再生することが
望ましいと考えられた。 
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The orientation of a decellularized uterine scaffold determines the tissue topology and 
architecture of the regenerated uterus in rats 
（ラット子宮再生において脱細胞化骨格の方向が再生子宮の組織極性を規定する） 
